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・平成27年度　保育園児募集� ４Ｐ
・利根町観光協会イメージキャラクター
　　デザイン募集� ６Ｐ
・利根町施行60周年記念協賛事業を
　　募集します！� ７P
・年末年始ごみの収集・資源の回収
　　日程� 24Ｐ

主な内容

文化祭・地場産業フェスティバル
大勢の人でにぎわう！
― 利根町公民館・利根町保健福祉センター・駐車場 ―

（詳細については、14 ページをご覧ください）

利根町文化祭・利根町地場産業フェスティバル



平成 26 年 12 月（№ 609） ２

　

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、受
給
対
象
の
内
容
は
、

広
報
と
ね
５
月
号
、
ま
た
は
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

受
付
期
限
は
、
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
臨
時

福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
受
給
を
辞
退

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
の
申
請
は
受
け

付
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

臨
時
福
祉
給

付
金
担
当
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
担
当　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
６
）

臨
時
福
祉
給
付
金
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
、
一
部

が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制

度
」
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す
る

「
法
定
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。	

　

ま
た
、
若
年
層
（
20
歳
代
）

の
方
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
学
生
の
方

を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取

る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間

は
10
年
以
内	

（
例
え
ば
、
平
成

26
年
２
月
分
は
平
成
36
年
２
月

末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
追

納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
（
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
）。

　

追
納
保
険
料
は
、
原
則
古
い

期
間
か
ら
順
次
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。	

　

支
払
方
法
は
、
納
付
書
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
（
口
座
振
替

な
ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

は
、
で
き
ま
せ
ん
）。

国民年金保険料
の追納制度を
ご存知ですか？

年　　度 当時の保険料額 全額免除・猶予
・特例の場合

３／４免除の
場　合 半額免除の場合 １／４免除の

場　合
平成１６年度の月分 １３，３００円 １４，７５０円 ― ７，３７０円 ―
平成１７年度の月分 １３，５８０円 １４，７９０円 ― ７，３９０円 ―
平成１８年度の月分 １３，８６０円 １４，８４０円 １１，１３０円 ７，４２０円 ３，７１０円
平成１９年度の月分 １４，１００円 １４，８８０円 １１，１５０円 ７，４４０円 ３，７１０円
平成２０年度の月分 １４，４１０円 １５，０００円 １１，２５０円 ７，５００円 ３，７５０円
平成２１年度の月分 １４，６６０円 １５，０７０円 １１，３００円 ７，５４０円 ３，７６０円
平成２２年度の月分 １５，１００円 １５，３４０円 １１，５００円 ７，６７０円 ３，８３０円
平成２３年度の月分 １５，０２０円 １５，１３０円 １１，３４０円 ７，５６０円 ３，７８０円
平成２４年度の月分 １４，９８０円 １４，９８０円 １１，２３０円 ７，４９０円 ３，７４０円
平成２５年度の月分 １５，０４０円 １５，０４０円 １１，２８０円 ７，５２０円 ３，７６０円

平成 26 年度中に追納する場合の額

※平成２４・２５年度は、追加加算額はありません。
◎問い合わせ先　役場保険年金課　国民年金係　℡６８－２２１１（内線２３６）
　　　　　　　　土浦年金事務所　国民年金業務課　℡０２９－８２４－７１２１

「広報とね」11 月号のお詫びと訂正

　「広報とね」１１月号の７ページ本
文２段目２２行目中「７０－１１７」
が「５８－５５５」に、２４行目

「１１３０」が「１１４４」に、２７
行目「３月１３日（金）」が「３月
１６日（月）」の誤りですので、お詫び
して訂正いたします。



平成 26 年 12 月（№ 609）３

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
料
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
加

算
等
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
、

い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
を

12
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

☆
優
待
カ
ー
ド
（
い
ば
ら
き
シ

ニ
ア
カ
ー
ド
）
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
保
険
証
な
ど
住
所
、
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
、
役
場
福
祉
課　

高
齢

介
護
係
、
ま
た
は
利
根
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
配
布
対

象
の
ご
本
人
が
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

★
協
賛
店
舗
に
は
、
シ
ニ
ア

カ
ー
ド
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス

テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
が
店

頭
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

★
協
賛
店
舗
の
募
集
は
、
茨
城

県
長
寿
福
祉
課
に
て
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

配
布
に
関
す
る
こ
と

役
場
福
祉
課　

高
齢
介
護
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
４
８
）

制
度
に
関
す
る
こ
と　

茨
城
県
長
寿
福
祉
課　

℡
０

２
９

－

３
０
１

－

３
３
２
６

詳
し
く
は
茨
城
県
長
寿
福
祉

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ＨＰhttp://w
w
w
.senior.pr

ef.ibaraki.jp

【
固
定
資
産
税
】

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
に
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

家
屋
の
取
り
壊
し
を
さ
れ
た

と
き
は
「
建
物
取
り
こ
わ
し
申

請
書
」
を
、
未
登
記
家
屋
の
所

有
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は

「
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
」

を
、土
地
や
家
屋
の
所
有
者（
納

税
義
務
者
）
が
死
亡
さ
れ
た
と

き
（
相
続
の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
）
は
「
納
税
者
変

更
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
家
屋
を
新
築
・

増
築
さ
れ
た
と
き
は
、
資
産
税

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課　

資
産
税
係　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
７
４
・

２
７
５
）

　

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点

で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿（
以
下「
名
簿
」と
い
う
。）

は
、
農
業
従
事
者
の
方
か
ら
の

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」

と
い
う
。）
の
提
出
に
基
づ
き
、

農
業
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
毎

年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
調
製

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の

名
簿
に
係
る
申
請
書
の
配
布
に

つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
、
12
月

中
旬
に
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

対
象
者
（
世
帯
）
に
郵
送
い
た

し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
１
月
10
日（
土
）
必
着

に
て
返
信
用
封
筒
に
よ
り
農
業

委
員
会
へ
返
信
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
（
世
帯
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
る
方
】

　

平
成
26
年
12
月
１
日
現
在
の

農
家
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
で
す
。

・
利
根
町
に
住
所
を
有
し
、
平

成
27
年
３
月
31
日
現
在
に
お

い
て
年
齢
20
歳
以
上
で
、
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有

（
貸
し
借
り
に
よ
る
耕
作
も

含
む
）
し
て
い
る
方
。

【
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
な
い
場

合
で
対
象
と
な
る
方
】

　

利
根
町
に
住
所
を
有
し
、
平

成
27
年
３
月
31
日
現
在
に
お
い

て
年
齢
20
歳
以
上
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

利
根
町
農
業
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
町
内
に
お
け
る
農
地
耕
作
面

積
が
10
ア
ー
ル
未
満
で
あ
る

が
、
町
外
の
農
地
耕
作
面
積

を
含
め
て
10
ア
ー
ル
以
上
に

な
る
方
。

・
平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
農
地
耕
作
面

積
が
10
ア
ー
ル
以
上
に
な
っ

た
方
。

※
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
も
名

簿
登
載
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

農
地
を
10
ア
ー
ル
以
上
所
有

し
て
い
る
が
、
耕
作
面
積
が
10

ア
ー
ル
未
満
の
方
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
農
業
委
員
会
（
役
場

経
済
課
内
）

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
３
）

　

農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地

を
貸
し
た
い
農
家
（
出
し
手
）

と
借
り
た
い
農
家
（
受
け
手
）

の
間
に
入
り
農
用
地
の
貸
借
に

つ
い
て
の
契
約
事
務
や
、
効
率

的
な
農
作
業
を
行
う
た
め
の
面

的
集
積
に
つ
い
て
調
整
を
図
り

ま
す
。

◎
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

農
地
中
間
管
理
機
構
は
公
的

機
関
の
た
め
、
安
心
し
て
、

し
か
も
手
間
が
か
か
ら
ず
貸

し
出
し
可
能
で
す
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地

を
貸
し
た
場
合
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
貸
し
出

し
た
個
人
や
地
域
に
協
力
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト

個
人
で
探
さ
な
く
て
も
、
手

間
が
か
か
ら
ず
借
り
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ま
と
ま
り
あ
る

形
と
な
る
よ
う
調
整
し
て
も

ら
え
る
の
で
、
農
作
業
が
効

率
的
に
な
り
ま
す
。

＊
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

農
地
中
間
管
理
機
構　

℡
０

２
９

－

２
３
９

－

７
１
３
１

役
場
経
済
課
・
農
政
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
１
・
３
２
２
）

い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制

度
の
開
始
に
つ
い
て

役
場
税
務
課
か
ら
のお知

ら
せ

農
地
中
間
管
理
事
業
に

つ
い
て

～
利
根
町
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
～

農
家
・
農
業
従
事
者
の
方
へ



平成 26 年 12 月（№ 609） ４

平成 27 年度　保育園児募集
　町では、平成２７年度保育園入所児童を募集いたします。
　次のとおり受け付けを行いますので、入所を希望される場合は、入所基準を確認の上、お申し込みくだ
さい。また、他市町村の保育園入所を希望される場合は、事前にご相談ください。
　平成 26 年度入所されている方は、継続入所確認手続きの書類を保育園を通じて配布いたします。
○入所基準
　保育園入所希望児童の住所が利根町にあり、保護者または同居の家族全員が次のいずれかの要件に該当
し、家庭での保育ができない場合です。

　１　就労している（週１６時間以上の就労）
　２　母親が妊娠中または出産前後である（予定日前８週を含む月初めから後８週を含む月末まで）
　３　保護者に疾病、心身に障害がある
　４　親族の介護・看護をしている
　５　災害（火災・風水害・地震等）の復旧にあたっている
　６　求職活動中である（起業の準備を含む）　
　７　就学している
　８　社会的養護の観点から保育の実施が必要と認められる場合
　９　その他、上記に類する状況でお子さまの保育ができない場合
※ 65 歳以上の方は、この限りではありません。

○支給認定書・保育所等入所申請書・保育利用のご案内配布
　役場福祉課および各保育園で配布しています。また、町公式ホームページからもダウンロードできます。

　※対象年齢については、ご相談ください。

○提出場所
　役場福祉課　子ども福祉係　③番窓口
○受付日
　１２月１９日（金）まで　午前８時３０分から午後５時１５分まで
　※土・日曜日は除く	 	 	 	 	 	 	
　ただし、１２月１０日（水）は午前８時３０分から午後８時まで
　なお、郵送による提出書類の受け付けは行いません。
○注意事項
　保育園入所は公正な方法により選考を行っています。
　選考方法として、利用調整基準表に基づき、点数化等して点数の高い順に入所の決定を行っています。
　また、入所児童が各保育園の定員を超えた場合は、入所基準該当者であっても入所できない場合があり
ます。
◎問い合わせ先　　役場福祉課　子ども福祉係　℡６８－２２１１（内線３３７）

保育所名 布川保育園 文間保育園 東文間保育園
所 在 地 布川３００３－２ 立木７５５ 中谷１００５－１
電話番号 ６８－３５０１ ６８－３１９４ ６８－２３０３
定 　 員 ６０名 ９０名 ６０名
対象年齢 ６カ月以上

開園時間
平日	午前７時～午後７時 平日	午前７時～午後７時 平日	午前７時～午後７時
土曜	午前７時～午後５時 土曜	午前７時～午後３時 土曜	午前７時～午後３時
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政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物

や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に

寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
～
④
お
よ
び
⑥
の
項

目
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

寄
附
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

※
「
公
民
権
停
止
」
と
は
？

選
挙
へ
の
立
候
補
、
選
挙
で
の

投
票
、
選
挙
運
動
へ
の
参
加
等

が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
。

【
政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー

ン
な
関
係
を
保
ち
、
お
金
の
か

か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
た

め
に
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
】

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
方

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と

は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
政
治
家
以
外
の

方
が
政
治
家
名
義
の
寄
附
を

す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧

誘
・
要
求
の
禁
止

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す

る
よ
う
勧
誘
や
要
求
を
す
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
家
を
威い

迫は
く

し
て
、
あ
る

い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま
た

は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目

的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名

義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し

て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
関
係
団
体
の
寄
附
の

禁
止

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員

で
あ
る
団
体
や
会
社
が
、
選

挙
区
内
の
方
に
対
し
て
、
政

治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た

り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ

う
な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選

挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援

会
）
が
、
選
挙
区
内
の
方
に

対
し
て
、
花
輪
・
供
花
・
香

典
・
祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後

援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り

行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関

す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す

る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
処
罰

さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の

禁
止

政
治
家
は
選
挙
区
内
の
方
に

対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年

賀
状
・
暑
中
見
舞
い
等
の
時

候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
等

も
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有

料
広
告
の
禁
止

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ

ゆ
る
後
援
会
）
が
、
選
挙
区

内
の
方
に
対
し
て
、
主
と
し

て
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。
政
治
家
や
後
援
団

体
に
対
し
て
、
あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
０
８
）

第47回　衆 議 院 議 員 総 選 挙
第 23 回　最高裁判所裁判官国民審査
茨 城 県 議 会 議 員 一 般 選 挙

『衆議院議員総選挙』および『茨城県議会議員一般選挙』の投票日は、12 月 14 日（日）です。
　○選挙日当日の投票所（12 月 14 日（日））
　　　投票所：送付された入場券に記載の投票所で投票してください。
　　　時　間：午前７時から午後６時まで
　○期日前に投票を行う場合の投票所（12 月 13 日（土）まで）
　　　期日前投票所：利根町役場　１階多目的ホール
　　　時　　　　間：午前８時３０分から午後８時まで

【投票日】
12 月 14 日（日）

【投票時間】
午前７時～午後６時
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利根町観光協会イメージキャラクターデザイン募集

　利根町観光協会では「イメージキャラクターのデザイン」を募集いたします。
◎募集するイメージキャラクターの概要
・利根町の観光資源や特産品等をイメージできる作品
・誰もが親しみやすく愛着が持てる作品
・町の魅力を広くアピールでき、観光 PR、特産品の紹介、地域活性化等につながるもの
◎応募資格
・どなたでも応募できます。（町内・町外・プロ・アマ・年齢は問いません）
　ただし、未成年者の方は、保護者の承諾が必要です。
◎応募期間
・平成２７年２月２７日（金）必着
◎応募規格
・一人何点でも応募できます。
・作品は、指定の応募用紙を使用してください。
・作品は、イメージキャラクターの全身を捉えたものとし、１用紙に１作品とします。
・作品は、自作の未発表作品のもので、著作権、その他キャラクターと類似しないものとしてください。
・デザインしたキャラクターに名称を付けてください。
・作品の応募にかかる費用は、すべて応募者負担となります。
◎選定方法
・応募締切り後、応募作品の中から選考し１点を決定いたします。
◎賞金
・優秀賞（採用作品１点のみ）賞金 100,000 円
　受賞者が未成年の場合は、親権者の同意を必要とさせていただきます。
◎審査発表
・広報および町公式ホームページで発表するとともに本人に通知いたします。
◎著作権等
・採用作品に関する一切の権利は、利根町に帰属させていただきます。
・応募作品の返却はできませんのでご了承ください。
・採用作品は必要に応じて、デザイン、色彩、キャラクターの一部を改編する場合があります。
◎応募方法
・イメージキャラクターデザイン用紙（または、デザインを描いた用紙）に、応募用紙（もしくは、必要

事項を記入した用紙）を添えて、直接または郵送（E メール）でご応募ください。FAX による応募は
ご遠慮ください。

・E メールでの応募につきましては、容量を２MB 以下とし、ファイル形式を JPEG、PDF、GIF、PNG、
BMP、AI、PSD のいずれかの形式とし、容量を超える場合には、CD-ROM 等の電子媒体に保存して郵
送してください。

※利根町観光協会イメージキャラクター応募用紙・デザイン用紙は、町公式ホームページからダウンロー
ドするか、利根町役場経済課までご連絡ください。
◎必要事項
・応募者氏名（未成年者の応募にあっては保護者の署名）
・年齢
・性別
・住所
・電話番号
・キャラクターの名称
◎応募・問い合わせ先
　　〒３００－１６９６　茨城県北相馬郡利根町大字布川８４１番地１
　　利根町役場　経済課　商工観光振興係（利根町観光協会事務局）
　　℡６８－２２１１（内線３２４）
　　 ｅ keizai2@town.tone.lg.jp　ＨＰ http://www.town.tone.ibaraki.jp/
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介
護
予
防

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
教
室
』
の
紹
介
○34

　

今
回
は
、
健
康
全
般
に
良
い

と
言
わ
れ
て
い
る
腹
式
呼
吸
を

紹
介
し
ま
す
。

腹
式
呼
吸

　

腹
式
呼
吸
は
、
横
隔
膜
を
十

分
に
使
っ
て
す
る
呼
吸
で
す
。

【
効
果
】

　

腰
痛
予
防
・
血
圧
安
定
・
精

神
安
定
・
冷
え
性
の
解
消
・
消

化
機
能
の
促
進
（
便
秘
解
消
な

ど
）
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
手
順
】

①
い
す
に
深
く
座
り
ま
す
。

（
あ
お
む
け
に
寝
て
、
両
ひ

ざ
を
立
て
た
姿
勢
で
も
で
き

ま
す
）

②
手
を
組
ん
で
、
お
腹
に
当
て

ま
す
。

③
口
を
す
ぼ
め
て
、
お
腹
の
底

か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
ま

す
。

④
お
腹
を
ふ
く
ら
ま
す
よ
う
に
、

鼻
か
ら
息
を
吸
い
込
み
ま
す
。

⑤
口
を
す
ぼ
め
て
ゆ
っ
く
り
・

大
き
く
、
お
腹
を
へ
こ
ま
せ

な
が
ら
息
を
吐
き
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

◆
鼻
か
ら
息
を
吸
い
、
口
か
ら

ゆ
っ
く
り
吐
き
ま
す
。

◆
息
を
吐
く
時
間
は
、
で
き
る

だ
け
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
無
理
は
せ
ず
、
最
初
は
短
い

時
間
か
ら
始
め
、
15
秒
間
く

ら
い
吐
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
練
習
し
ま
し
ょ

う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係　

℡
68

－

８
２
９
１

息を口から吐きます息を鼻から吸います

　利根町制施行６０周年記念事業の一環として、協賛事業を募集します。
　一緒に町制６０周年を盛り上げて、お祝いしませんか！
○対象事業

町民や団体、または事業者の皆さまが実施する事業・イベントで次の事項に該当するもの
◇期間
平成２７年４月から平成２８年３月までの間に実施される事業・イベントなど
◇要件
①特定の参加者を対象とせず、公共性を有するものであること。
②事業の内容が協賛事業の趣旨に沿うものであること。
③政治団体もしくは宗教団体の活動でないこと。
④法律等に違反またはそのおそれがないこと。
⑤暴力団との関係がないこと。
⑥町の名誉を傷つけ、または信用を失墜するものではないこと。
⑦その他公序良俗に反しないこと。

○支援内容
　◆「利根町制施行６０周年記念」の名義使用　　◆のぼり旗の使用
　◆広報（広報とね・町公式ホームページ）によるＰＲ
　※なお、財政的な支援はありません。
　※６０周年記念ロゴマークは、町公式ホームページより自由にダウンロードしてご使用いただけます。
　※「広報とね」への掲載を希望する場合には、実施の３カ月前までに承認を受ける必要があります。
　　ただし、紙面の都合により掲載できない場合があります。
○申請方法

　「利根町制施行６０周年記念協賛事業承認申請書」（町公式ホームページよりダウンロードできます）
に必要事項を記入して、直接持参、ＦＡＸ、郵送、Ｅメールのいずれかで、下記申請先へ提出してくだ
さい。事業の内容を審査し、結果を通知いたします。

◎ ≪申請先・問い合わせ先≫
〒３００－１６９６　利根町大字布川８４１番地１　役場総務課　秘書広聴係
℡６８－２２１１（内線５０５・５０７・５０９）　ＦＡＸ６８－７９９０　 ｅ info@town.tone.lg.jp

利根町制施行60周年記念協賛事業を募集します！
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ご
み
の
出
し
方
の
注
意

と
お
願
い

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、

問
い
合
わ
せ
が
多
い
も
の
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
：
町
指
定
袋
以
外
の
袋
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
れ
ば
ご
み
の
回

収
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
：
町
指
定
ご
み
袋
以
外
は
、

回
収
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
便
器
は
も
え
な
い
ご
み
で

す
か
。

Ａ
：
ト
イ
レ
の
陶
器
製
は
ゴ
ミ

と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。
産
業
廃

棄
物
業
者
に
処
分
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
蛍
光
灯
は
ど
の
よ
う
に
出

せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
16
条
の
２
で
は
、

「
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
方
法

に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物

を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
、

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
、
産
業
廃
棄
物
処

理
基
準
ま
た
は
、
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準

に
従
っ
て
行
う
廃
棄
物
の

焼
却

②　

他
の
法
令
ま
た
は
、
こ
れ

に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
行

う
廃
棄
物
の
焼
却

③　

公
益
上
も
し
く
は
社
会
の

慣
習
上
や
む
を
得
な
い
廃

棄
物
の
焼
却
ま
た
は
、
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与

え
る
影
響
が
軽
微
で
あ
る

廃
棄
物
の
焼
却
と
し
て
政

令
で
定
め
る
も
の　
　

　
　

　
「
隣
の
空
き
地
で
ご
み
を
燃

や
し
て
い
て
臭
い
が
ひ
ど
い
」

「
煙
が
ひ
ど
く
洗
濯
物
が
干
せ

な
い
」
な
ど
、
ご
み
の
野
外
焼

Ａ
：
蛍
光
灯
・
電
球
型
蛍
光
灯

は
、
透
明
な
袋
に
入
れ
て
不
燃

ゴ
ミ
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
：
テ
レ
ビ
の
処
分
に
つ
い
て

Ａ
：
テ
レ
ビ
は
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
品
目
に
該
当
し
、
町
お

よ
び
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組

合
に
お
い
て
は
扱
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。引
き
取
り
に
つ
い
て
は
、

家
電
販
売
店
や
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て

い
た
だ
く
等
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
品
目
に
は
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
（
室
外
機
・

室
内
機
）、
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
：
布
団
の
出
し
方
と
回
収
日

に
つ
い
て

Ａ
：
大
人
が
一
人
で
抱
え
ら
れ

る
程
度
の
大
き
さ
に
折
り
た
た

み
、ひ
も
等
で
十
字
に
縛
っ
て
、

布
団
１
枚
に
対
し
ス
テ
ッ
カ
ー

１
枚
を
貼
り
、
可
燃
ご
み
の
回

収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
車
の
タ
イ
ヤ
は
も
え
な
い

ご
み
で
す
か
。

Ａ
：
自
動
車
部
品
は
回
収
し
ま

せ
ん
。
車
専
門
店
や
産
業
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　

家
庭
の
ご
み
は
、
野
焼
き
を

せ
ず
、
分
別
し
て
町
の
ご
み
集

積
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
野
焼

き
は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
し
住

宅
付
近
な
ど
周
辺
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外

①　

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

が
そ
の
施
設
の
管
理
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

河
川
敷
の
草
焼
き
（
河
川

管
理
者
）
な
ど

②　

震
災
、
風
災
害
、
火
災
、

凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却

災
害
時
の
応
急
対
策
、
火

災
予
防
訓
練
、
凍
霜
害
防

止
の
た
め
の
稲
藁わ

ら

焼
却
な

ど

③　

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗

教
上
の
行
事
を
行
う
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

正
月
の「
し
め
縄
」「
門
松
」

等
を
焚
く
行
事
な
ど

④　

農
業
、
林
業
、
ま
た
は
漁

業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

焼
き
畑
、
畔
の
草
お
よ
び

下
枝
の
焼
却
、
農
地
に
お

け
る
害
虫
駆
除
の
焼
却
な

ど

⑤　

焚
き
火
そ
の
他
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の

落
ち
葉
焚
き
、
焚
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

農
業
に
お
い
て
野
焼
き

す
る
場
合
の
お
願
い

・
風
向
き
に
つ
い
て
、
住
宅
側

に
風
が
吹
い
て
い
る
日
に

は
、
野
焼
き
を
自
粛
し
て
く

だ
さ
い
。

・
灰
が
遠
く
ま
で
飛
ぶ
よ
う
な

風
の
強
い
日
に
は
、
野
焼
き

を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
度
に
多
く
を
燃
や
す
と
、

煙
や
灰
が
遠
方
に
飛
ぶ
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な

量
に
分
け
て
燃
や
し
て
く
だ

さ
い
。

役場環境対策課
からのお願い
◎問い合わせ先

役場環境対策課　
℡６８－２２１１

（内線２５２・２５３）
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ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）って知っていますか？

　一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすと同時に、
家庭や地域生活においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な
生き方を選択・実現することです。

　ワーク・ライフ・バランスは、仕事の手を抜くという考え方ではありません。仕事と
生活のどちらも充実させるためには、限られた勤務時間内に効率よく働くための工夫を
することが大切です。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？　

パ
ー
ト
⑭

△ 3月に行なわれた研修会より
　（桐畑町会の役員の皆さんも参加）

◆
広
が
る
交
流
の
輪

　

利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
は
設

立
し
て
13
年
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
テ
レ
ビ
・
出
版
関
係
の
取
材

や
介
護
予
防
関
係
者
の
視
察
・

見
学
等
に
よ
り「
フ
リ
フ
リ
グ
ッ

パ
ー
体
操
」
を
通
じ
て
県
内
外

と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
設
立
10
周
年
に
は
、

東
日
本
大
震
災
直
後
の
大
変
な

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮
城
県

石
巻
市
か
ら
「
水
明
フ
リ
フ
リ

ク
ラ
ブ
」
が
来
訪
さ
れ
、
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
千
葉
県
船
橋
市
の
桐
畑
町

会
の
方
々
と
の
交
流
は
10
年
以

上
に
な
り
、
今
年
３
月
の
研
修

会
に
は
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
参

加
、
私
た
ち
も
11
月
に
桐
畑
町

会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
を
通

し
た
交
流
の
場
を
広
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（12月10日～平成27年１月31日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 12月18日（木）、平成27年１月15日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 12月16日（火）、平成27年１月６日（火）・20日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 12月10日（水）、平成27年１月14日（水）・28日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１

　ワーク・ライフ・バランスを実現すると、生産性の向上や、従業員の仕事への意欲・
満足度の向上、従業員の心身の健康増進など、企業にとってもいいことがたくさんあり
ます。

ワーク・ライフ・バランスは、企業にとっては、損になるのでは？

仕事はほどほどにして、趣味や家庭などの生活の時間を楽しめばいいってこと!?

ワーク・ライフ・バランスという言葉、最近よく聞くけど、どういう意味なの？

　机に座って長い時間考えてもアイデアが浮かばなかったのに、
友達とおしゃべりしている時や家族と食事をしている時、ふと良
いアイデアを思いついたことはありませんか？
　ワーク・ライフ・バランスを実現して、仕事以外のいろいろな
視点を持つことで、仕事にも良い影響があるかもしれませんね。
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（利根町総合型地域スポーツクラブ）
１月の活動予定１月の活動予定１月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」は無料です）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

早朝

午前

午後

夜間

4 5 6 7 8 9 10

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

ウオーキング
午前８時 30 分～正午
（利根町公民館）
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

11 12 13 14 15 16 17

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

18 19 20 21 22 23 24

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

25 26 27 28 29 30 31

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行いましょう。
☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワ
イ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習センター」、
「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動
場所（早朝の太極拳とウオーキングは除く）で行っておりま
すので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２
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とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡	６８－３１９４　FAX	６８－９２２９
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住

民課前のお便りBOXにも入っています。

＊＊１月の予定＊＊
◎とね子育て支援センターの活動は、通

常は文間保育園内にて、月曜日～金曜
日に行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セ

ンターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参して

ください。
７ 水 とね子育て支援センター始まり
８ 木 誕生カード作り１月生まれ
９ 金 誕生カード作り１月生まれ
13 火 誕生カード作り２月・３月生まれ
14 水 ワイワイサロン（P17参照）　
15 木 誕生カード作り２月・３月生まれ
16 金 すくすく
19 月 ねんね
21 水 よちよち
22 木 ４さいくらぶ
26 月 赤ちゃん＆マタニティさん
28 水 すっきりサロン
29 木 にこにこ広場＆しゃべランチ
30 金 にこにこ赤ちゃん

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩して

くださってもかまいません。
■お孫さんを見ていらっしゃる祖父

母の方もご利用ください。

に こ に こ 赤 ち ゃ ん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊びを楽
しんでください。小さいからこその
大変さをお母さん同士、分かち合っ
てください。

に こ に こ 広 場
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子

　みんなであいさつを
済ませてから園庭およ
び室内で好きな遊びを
楽しんでください。最
後に保育士の紙芝居や
絵本の読み聞かせなど
もあります。

し ゃ べ ラ ン チ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

　子育て中はゆっくりと年越しという
感じにはならないかとも思いますが、
できる範囲で掃除をしたり、花を飾っ
たり買い物に行ったりと上手にやりく
りしてください。できないことは無理
にやろうとせずに・・・

すっきりサロンへどうぞ  午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだお友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人きりで過ごされているお母さんや、

おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて欲しいという親子の方など、思い

切って一度出掛けてみませんか？おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。お気軽にどうぞ

　10月にすくすくさん
のミニミニ運動会があ
りました。
最近は事あるごとに
みんなで記念撮影を
撮ることが多くなって
きました。
　はいチーズ！！

年齢別サークルの対象年齢
４さいくらぶ：すくすく以上で未就園のお子さん
すくすく：平成 23 年４月～平成 24 年３月生まれ
よちよち：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
ねんね：平成25 年４月～平成 25 年 12 月生まれ
赤ちゃん：平成 26 年１月生まれから
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねん

ねの日に遊びに来て、お母さんたちや小
さいお子さんたちとふれあってください。

＊＊お休みです＊＊＊
12月26日～平成27年１月６日まで、とね子
育て支援センターはお休みです。年が明け
ましたらまた元気な顔を見せてください。
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町の話題

平
成
26
年
度
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

利
根
町
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

入
賞
者�

―
敬
称
略
―

【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

利
根
町
長
賞

安や
す

田だ　

彩あ
や

美み

（
布
川
小
４
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

長な
が

嶋し
ま　

美み

月づ
き

（
利
根
中
２
年
）

下
水
道
賞

三さ
ん

宮ぐ
う　

桃も
も

香か

（
文
間
小
４
年
）

　

平
成
26
年
度
下
水
道
促
進
週

間
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

の
部
29
点
、
作
文
の
部
３
点
、

書
道
の
部
１
５
１
点
、
新
聞
の

部
２
点
、
標
語
の
部
１
４
４
点

の
総
数
３
２
９
点
と
い
う
多
く

の
優
秀
な
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ

い
で
審
査
に
難
航
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
次
の
方
々
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品

は
、
第
54
回
「
下
水
道
い
ろ
い

ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」応
募
の
た
め
、

日
本
下
水
道
協
会
へ
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
作
文
の
部
】

利
根
町
長
賞

白し
ら

井い　

三み

奈な

（
文
間
小
５
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

三さ
ん

宮ぐ
う　

桃も
も

香か

（
文
間
小
４
年
）

【
書
道
の
部
】

利
根
町
長
賞

小お

川が
わ

な
つ
み
（
利
根
中
３
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

小こ

林ば
や
し　

嘉よ
し

人と

（
文
小
２
年
）

下
水
道
賞

根ね

本も
と　

結ゆ
い

菜な

（
文
小
６
年
）

坂さ
か

口ぐ
ち　

駿し
ゅ
ん

牙が

（
布
川
小
２
年
）

齋さ
い

藤と
う

さ
く
ら
（
布
川
小
６
年
）

吉よ
し

浜は
ま

さ
く
ら
（
文
間
小
２
年
）

髙た
か

橋は
し

こ
こ
ろ
（
文
間
小
５
年
）

佐さ

竹た
け　

優ゆ
う

希き

（
利
根
中
３
年
）

増ま
す

田だ　

美み

優う

（
利
根
中
２
年
）

三さ
ん

野の　

紀の
り

花か

（
利
根
中
１
年
）

【
新
聞
の
部
】

利
根
町
長
賞

白し
ら

井い　

三み

奈な

（
文
間
小
５
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

本ほ
ん

谷や　

桃も
も

華か

（
文
間
小
５
年
）

【
標
語
の
部
】

利
根
町
長
賞

青あ
お

山や
ま　

楓ふ
う

花か

（
利
根
中
３
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

長な
が

嶋し
ま　

美み

月づ
き

（
利
根
中
２
年
）

下
水
道
賞

吉よ
し

田だ　

深み

来く

（
利
根
中
３
年
）

坂さ
か

口ぐ
ち　

茉ま

鈴り
ん

（
利
根
中
２
年
）

星ほ
し

野の　

琴こ
と

美み

（
利
根
中
１
年
）

△

町
長
賞
・
教
育
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん

　

利
根
町
写
真
展
が
、
10
月
２

日（
木
）
～
８
日（
水
）
に
役

場
１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
写
真
展
は
、
利
根
写
楽

会
と
町
の
協
働
に
よ
る
企
画
・

運
営
で
行
わ
れ
、
利
根
写
楽
会

主
催
の「
利
根
写
楽
会
写
真
展
」

と
町
主
催
の
「
大
好
き
利
根
町

写
真
展
」
が
同
時
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
好
き
利
根
町
写
真
展
で
は
、

出
展
作
品
１
１
０
点
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
決
め
る
来
場
者
投

票
を
実
施
し
、
多
く
の
方
に
投

票
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
「
大

好
き
利
根
町
大
賞
」お
よ
び「
優

秀
賞
」
が
左
記
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
お
よ
び
出
展
作
品

は
、
大
好
き
利
根
町
写
真
展
の

作
品
集
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

作
品
集
は
、企
画
財
政
課
窓
口
、

ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼優秀賞（敬称略）
後

ご

藤
とう

　建
けん

一
いち

「雲の行進」
藤
ふじ

田
た

　盛
もり

雄
お

「雄叫び」

▲大好き利根町大賞（敬称略）　斉
さい

木
き

　秀
ひで

雄
お

　「夜明けの詩」

岡
おか

野
の

　　修
おさむ

「静かに見つめる」
三

み

竹
たけ

　正
まさ

男
お

「やすらぎ」
細
ほそ

田
だ

　尚
なお

孝
たか

「朝露のオブジェ」
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秋
の
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

　

町
内
か
ら
次
の
方
々
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章
◇

　
河か

わ

村む
ら

　
富ふ

士じ

雄お

さ
ん

（
布　

川
）

元
参
議
院
参
事

　

町
内
か
ら
次
の
方
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章
◇

　
岡お

か

野の

　
猛た

け

夫お

さ
ん（

布　

川
）

元
防
衛
技
官

　

10
月
19
日（
日
）、
阿
見
町

香
澄
の
里
富
士
電
機
（
株
）
に

お
い
て
、
第
65
回
茨
城
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南
南

部
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
地

区
内
の
９
市
町
村
か
ら
ポ
ン
プ

車
の
部
６
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
根
町
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車

の
部
に
第
６
分
団
（
早
尾
・
大

平
・
横
須
賀
）、
第
７
分
団
（
羽

根
野
）
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
競
技
が
終
了
す
る

ご
と
に
応
援
席
か
ら
選
手
に
大

き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て

　

10
月
19
日（
日
）、
利
根
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
利
根

　

取
手
市
・
北
相
馬
郡
中
学
校

新
人
体
育
大
会
が
、
10
月
３
日

（
金
）
～
５
日（
日
）
に
各
会

場
で
開
催
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

取
手
市
・
北
相
馬
郡
中
学
校

新
人
体
育
大
会
結
果

利
根
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
さ
れ
る

利
根
中
学
校

部
活
動
だ
よ
り

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
県
南

南
部
地
区
大
会
開
催

い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
厳
正
な
規
律

と
旺
盛
な
士
気
の
も
と
に
消
防

ポ
ン
プ
操
法
の
熟
練
と
敏
速
、

確
実
な
団
体
行
動
の
徹
底
を
図

り
、
火
災
防
御
に
適
応
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

上
位
の
結
果

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝	

取
手
市
消
防
団

準
優
勝	

龍
ケ
崎
市
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝	

阿
見
町
消
防
団

準
優
勝	

龍
ケ
崎
市
消
防
団

（
県
南
中
学
校
新
人
体
育
大
会

出
場
チ
ー
ム
の
み
紹
介
）

・
サ
ッ
カ
ー
部	

優
勝

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
（
女
子
）	

準
優
勝

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　

団
体	

第
３
位

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　

ダ
ブ
ル
ス

　

石い
し

塚づ
か　

加か

藤と
う

ペ
ア　

第
７
位

　

菅か
ん

野の　

由ゆ

利り

ペ
ア　

第
８
位

・
卓
球
部（
男
子
）シ
ン
グ
ル
ス

　

清し

水み
ず　

大ひ
ろ

翔と	

第
９
位

　

今い
ま

関ぜ
き　

弘ひ
ろ

人と	

第
９
位

・
卓
球
部
（
女
子
）
団
体

	

第
４
位

・
卓
球
部（
女
子
）シ
ン
グ
ル
ス

　

浦う
ら

谷た
に　

つ
か
さ	

第
９
位

　

佐さ

藤と
う　

歩あ
ゆ	

第
９
位

　

大お
お

越こ
し　

ま
り
ん	

第
９
位

　

辰た
つ

岡お
か　

美み

波な
み	

第
17
位

・
剣
道
部
（
男
子
）
団
体

	

第
５
位

・
剣
道
部
（
男
子
）
個
人

　

小こ

針ば
り　

優ゆ
う	

第
３
位

・
剣
道
部
（
女
子
）
団
体第

３
位

県
南
中
学
校
新
人
体
育
大
会
結

果
（
10
月
16
日（
木
）
～
18
日

（
土
）
開
催
）

（
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
出

場
チ
ー
ム
の
み
紹
介
）

・
サ
ッ
カ
ー
部	

第
３
位

△白熱した試合が行われた会場
　＝利根中学校体育館

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
５
チ
ー
ム
総
当
た
り

戦
に
よ
り
行
わ
れ
、
熱
戦
の
末

「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
」
チ
ー
ム

が
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

◇
旭
日
単
光
章
◇

　
飯い

い

嶋じ
ま

　
　
明あ

き
ら

さ
ん（

惣
新
田
）

元
利
根
町
議
会
議
員
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町の話題
　

10
月
30
日（
木
）
に
町
内
３

カ
所
で
、
小
中
連
携
ク
リ
ー
ン

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
利
根
中
学
校
の
１

年
生
の
生
徒
た
ち
が
母
校
の
小

学
生
と
一
緒
に
、
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

利
根
町
公
民
館
・
利
根
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ

芸
術
・
芸
能
を
鑑
賞
、
ま
た
町

の
地
場
産
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

利
根
町
産
の
新
米
や
米
粉
の
無

料
配
布
な
ど
も
あ
り
、
各
ブ
ー

ス
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も

に
地
場
産
業
の
紹
介
や
販
売
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、

両
手
に
袋
を
た
く
さ
ん
ぶ
ら
下

げ
買
い
物
を
し
て
い
る
方
も
見

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
９
日（
日
）、
布
川
神

社
境
内
に
お
い
て
、
平
成
26
年

度
布
川
神
社
七
五
三
合
同
参
拝

（
主
催
：
布
川
神
社
氏
子
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
参
拝
は
子
供
が
無
事
に

成
長
し
た
感
謝
の
気
持
ち
を
神

様
に
告
げ
、
子
供
の
健
や
か
な

成
長
を
み
ん
な
で
祝
う
と
い
う

も
の
で
す
。

小
・
中
学
校
連
携

ク
リ
ー
ン
活
動

第
30
回
利
根
町
文
化
祭
（
11
月
２
・
３
日
）

第
７
回
利
根
町
地
場
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
３
日
）

布
川
神
社

七
五
三
合
同
参
拝

△

小
・
中
学
生
が
一
緒
に
清
掃
活
動
を

す
る
（
文
小
学
校
・
利
根
中
学
校
）

△

境
内
で
遠
山
町
長
と
記
念
写
真

△公民館ホールでは、芸能発表が

△地場産業フェスティバル会場の様子

△手打ちそば仕込み中

△利根町ヘルスメイトによる試食配布

△お茶会
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　利根町で唯一の中学校「利根中」は、生徒の輝く笑顔があふれる明るい学校です。全校生徒と先生方が
「夢に向かって、いつも＋１（プラス・ワン）」の標語を掲げ、自主的な取り組みを大切に創意工夫をしな
がら学校生活を送っています。
　今までとは一味違う利根中の学校生活を生徒会役員がご紹介します。

　中学生になると勉強の内容が難しくなり、部活動も
始まるので、その両立が大変です。でも、そこは集中
力でカバーします。今、利根中では「先生の話や友達
の発表をしっかり聴くこと」を大切に授業に取り組ん
でいます。それが、学力向上に結び付くと思います。
　英語のインタラクティブ・フォーラム（英語での双
方向的な会話の内容を競う大会）で、県知事賞を受賞
した友達もいますよ。

利根中学校

　みんなが安心した学校生活を送れるように、生徒会が中心
となって、利根中からいじめと暴力をなくすための取り組み
を進めています。
　ＮＨＫで行っているいじめを考えるキャンペーンを受け
て、全校生徒でいじめについて考える集会を開き「わたしの
行動宣言」を記入しました。
　また、利根中「凛

りん

明
めい

祭
さい

」では、生徒会役員が「素直な心に
なることの大切さ」を呼びかける劇に挑戦しました。楽しい
演技とメッセージ性のあるストーリーに、観客から大きな拍
手が湧き起こりました。これからも、みんなで一人の心を救
えるような地道な活動を続けていきたいと思います。

　今年の「凛明祭」では、各クラスの生徒が心をひとつにして歌声を響かせ、会場を感動で包み込みまし
た。結果発表で、思わず涙がこぼれるくらいがんばりました。　（利根中学校生徒会役員）

学 校 紹 介

夢に向かって、いつも＋１（プラス・ワン）

○　クラスの心をひとつにするための＋１（プラス・ワン）

○　いじめと暴力をなくすための＋１（プラス・ワン）

○　学力を高めるための＋１（プラス・ワン）
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

新
年
会
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

～
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
～

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
の
お
知

ら
せ

「
働
く
人
の
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

～
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
知
識

と
技
法
を
身
に
つ
け
よ
う
！
～

　

誰
も
が
生
き
生
き
と
働
き
、

職
場
も
生
き
生
き
と
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
元
気
な
人
も
含

め
た
す
べ
て
の
働
く
人
の
た
め

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
必

要
で
す
。
今
日
も
元
気
に
仕
事

に
取
り
組
む
た
め
の
健
康
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

・
働
く
人
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
で
大
切
な
こ
と

・
あ
な
た
の
心
の
元
気
度
測
定

・
周
り
の
人
が
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
く
た
め
に

・
元
気
に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

な
ど

▽
日
時　

　

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受

け
付
け
は
、
午
後
１
時
～
）

▽
場
所　

利
根
町
役
場　

１
階
多
目
的

ホ
ー
ル

▽
講
師　

土ど

井い

永な
が

史ふ
み

先
生

　

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー　

　

院
長　

＊
申
し
込
み
不
要

 

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守

り
、支
援
す
る「
応
援
者
」で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
認
知
症

に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

平
成
27
年
２
月
10
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受

け
付
け
は
、
午
後
１
時
～
）

▽
場
所

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
会
室　

▽
内
容

認
知
症
の
症
状
、
接
し
方
、

心
構
え
等

▽
対
象
者

利
根
町
内
に
在
住
、
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
方

▽
受
講
料　

無
料

＊
受
講
希
望
の
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
68

－

８
９
４
１
ま
た
は
、

℡
68

－

８
２
９
１

　

１
月
の「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

は
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

と
共
催
し
て
新
年
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
で
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
に
は
、
一
人
一
人
の
「
か
か

ら
な
い
」、「
う
つ
さ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
大
切

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
手
洗
い

と
、
ほ
か
の
人
へ
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時

は
、
ほ
か
の
人
に
う
つ
さ
な

い
た
め
に
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
ほ
か
の
人
か
ら
顔
を
背

け
て
１
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ

う
。

○
鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。	

○
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ

う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
の
中
で
の
困

り
ご
と
や
、
う
ま
く
い
っ
た
こ

と
な
ど
実
際
の
体
験
を
基
に
、

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
談
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
！

　
　
　

▽
日
時

　

平
成
27
年
１
月
21
日（
水
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

▽
場
所

　

海
鮮
う
お
す
ぎ
（
下
井
）

　

℡
68

－

５
９
６
８

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
締
め
切
り

　

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
68

－

７
７
７
１

・
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　

℡
68

－

８
９
４
１
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健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所

各

種

相

談

日

育児相談 平成27年１月14日（水） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロンも同時開催 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談 12月17日（水）
午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による相談
前日までに予約

口腔相談 12月17日（水）
午前9時30分～午後2時30
分のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 12月16日（火）
午後1時～3時30分のうち
の予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 平成27年１月13日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 平成27年１月14日（水） 午前10時～11時
利根町保健福祉センター

介護者のつどい
介護している方のつ
どい（座談会）

12月17日（水）
午後1時30分～
3時30分

サロン・ド・い
ちょう

こころの健康づく
り・居場所

12月18日（木）
午後1時30分～
3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035

女
性
の
た
め
の

が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
限
定

大
腸
が
ん
検
診

が
ん
検
診
未
受
診
者
へ

無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行

し
ま
す
！

▽
対
象
者

次
の
①
②
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
該
当
す
る
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま
す
。

①
下
表
の
生
年
月
日
に
該
当
す

る
方

②
平
成
21
年
～
25
年
度
に
乳
が

ん
、
子
宮
が
ん
の
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方

▽
発
行
手
続
き

無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま

す
。
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
方
法

契
約
医
療
機
関
に
ク
ー
ポ
ン

を
提
出
の
上
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
受
診
期
間　

平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）

ま
で

子宮がん検診対象者 乳がん検診対象者

生
年
月
日

昭和６３年４月２日～平成　４年４月１日 昭和４３年４月２日～昭和４７年４月１日

昭和５８年４月２日～昭和６２年４月１日 昭和３８年４月２日～昭和４２年４月１日

昭和５３年４月２日～昭和５７年４月１日 昭和３３年４月２日～昭和３７年４月１日

昭和４８年４月２日～昭和５２年４月１日 昭和２８年４月２日～昭和３２年４月１日

　

こ
の
検
診
は
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
持
ち
の
方
限
定
の
検

診
で
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
こ
の
機
会
に
忘
れ
ず

に
受
診
く
だ
さ
い
。

大腸がん検診　無料クーポン券対象者　
申し込み・配布 採便容器提出

○採便容器を利根町保健福祉セ
ンターへ取りに来てください。

（土・日曜日、祝日を除く
午前８時 30 分～午後５時）

* 直接取りに来られない方は、ご
相談ください。

◎利根町保健福祉センター
　℡６８－８２９１

受付日程　12月15日（月）～19日（金）
　　　　　平成27年１月26日（月）～30日（金）
　　　　　　　　　２月23日（月）～27日（金）
時間：午前８時30分～正午
場所：利根町保健福祉センター
〈持参するもの〉①大腸がん検診無料クーポン券
　　　　　　　　②採便済みの容器　③問診票
※クーポン券を紛失した方は、上記以外に運転免
許証か健康保険証をご持参ください。
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（
日
）午
後
１
時
～
３
時
▽
会

場
：
龍
ケ
崎
市
市
街
地
活
力
セ

ン
タ
ー
「
ま
い
ん
」
２
階
▽
相

談
内
容
：
相
続
、
遺
言
、
農
地

転
用
、
入
国
管
理
各
種
許
可
申

請
手
続
ほ
か
▽
相
談
員
：
行
政

書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

目
と
耳
が

不
自
由
な
方
へ

　

目
と
耳
の
両
方
の
障
害
に
よ

り
、
光
と
音
が
失
わ
れ
た
状
態

で
生
活
し
て
い
る
方
の
た
め
に

通
訳
・
介
助
員
の
派
遣
や
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い

○
自
ら
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な

ど
か
ら
、
情
報
を
得
た
り
す

る
の
が
難
し
い

○
見
え
な
い
聞
こ
え
な
い
た
め
、

安
全
な
移
動
が
一
人
で
は
困

難

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日
：
月
曜
日
の
午
後
、

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

問
茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
（
水
戸
市

住
吉
町
３
４
９

－

１
）
☎
０
２

９

－

２
４
８

－

０
０
２
９
ＦＡＸ
０

２
９

－

２
４
７

－

１
３
６
９

に
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
：
毎
月
第
１
・
３
木

曜
日
（
祝
日
、
12
月
27
日
～
１

月
４
日
を
除
く
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
▽
専
用
電

話
：
０
２
９

－

２
２
８

－

２
６

６
０
（
電
話
ま
た
は
面
接
に
よ

る
）

問
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
水
戸
市
本
町
３

－

２
０

－

８

本
町
壱
番
館
ビ
ル
２
階
）

☎
０
２
９

－

２
２
６

－

３
２
９

６
第
７
回　

い
ば
ら
き
看
護
職

合
同
進
学
・
就
職
説
明
会
の

お
知
ら
せ

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
10

日（
土
）
午
後
０
時
30
分
～
３

時
30
分
▽
場
所
：
茨
城
県
立
茨

城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

県
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
棟
ロ
ビ
ー
・

一
般
展
示
室
（
水
戸
市
千
波
町

東
久
保
６
９
７
）
▽
対
象
者
：

就
職
活
動
を
し
て
い
る
看
護
学

生
お
よ
び
看
護
職
員
、
看
護
大

学
・
看
護
学
校
等
進
学
希
望
者

▽
内
容
：
県
内
医
療
機
関
・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
就
職
相
談
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
水
戸　

※
予
定
）、
看

護
職
進
学
・
就
職
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
）、
看
護
師
等
の
離
職
時

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い

て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
「
対

面
相
談
」
に
よ
り
親
切
丁
寧
な

ご
説
明
を
モ
ッ
ト
ー
に
国
民
目

線
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
：
毎
週
月
曜
～
金
曜

日
（
祝
日
、
12
月
27
日
～
１
月

４
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
、月
曜
日
は
、

午
後
７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延

長
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の
み
午

前
９
時
～
午
後
４
時
▽
場
所
：

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
土

浦
（
土
浦
市
桜
町
１

－

１
６

－

１
２　

住
友
生
命
土
浦
ビ
ル
３

階
）

※
対
面
相
談
で
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

問
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

土
浦
☎
０
２
９

－

８
２
５

－

２

３
０
０

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

「
労
働
・
年
金
」
無
料
相
談

　

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

で
は
、
無
料
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
労
災
・
退
職
金
・

賃
金
な
ど
の
労
働
問
題
の
ほ
か
、

年
金
相
談
な
ど
国
家
資
格
者
で

あ
る
社
会
労
務
士
が
直
接
相
談

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
５

日（
月
）午
前
９
時
～
午
後
１
時

▽
相
談
内
容
：
借
金
問
題
、
離

婚
、
相
続
・
贈
与
の
問
題
、
土

地（
借
地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ

ル
、
境
界
争
い
、
夫
婦
・
親
子

な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
問
題
、
交
通
事
故
な
ど
で
お

困
り
の
方
の
相
談
。▽
相
談
受

付
件
数
：
12
件
ま
で（
１
人
20

分
程
度
）▽
相
談
員
：
町
で
委

託
の
弁
護
士
▽
申
し
込
み
方

法
：
相
談
日
前
日
ま
で
の
電
話

予
約
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当

日
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日

で
も
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
４
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
18
日

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申

      

   

の
届
出
制
度
・
訪
問
看
護
師
養

成
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
▽
参
加
方

法
：
参
加
無
料
、
事
前
申
し
込

み
・
予
約
不
要
、
履
歴
書
不
要
、

服
装
自
由
、
入
退
場
自
由
▽
参

加
施
設
：
県
内
の
医
療
機
関
・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
看
護
師
等
学
校
養
成
所

問
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
看
護

協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

７
０

２
１ひ

と
り
親
家
庭
等
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

〈
面
接
で
好
印
象
を
与
え
る
メ

イ
ク
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
〉

　

明
る
い
第
一
印
象
で
好
感
度

を
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
17
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
：
い
ば
ら
き
就
職
・
生

活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

３
階

会
議
室
（
水
戸
市
三
の
丸
１

－

７

－

４
１
）
▽
定
員
：
20
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
▽

参
加
費
：
無
料
▽
そ
の
他
：
託

児
付
き
（
要
予
約
）

申
・
問
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎	

０
２
９

－

２
３
３

－

２
３
５
５
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根
番
外
50

平
成
26
年
度

生
涯
学
習
講
演
会

「
子
ど
も
の
脳
を
い
か
に
育
む

か
」

▽
日
時
：
平
成
27
年
２
月
１
日

（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
30

分
～
）
▽
場
所
：
土
浦
市
民
会

館
・
小
ホ
ー
ル
（
土
浦
市
真
鍋

町
２

－

６
▽
内
容
：
子
ど
も
や

社
会
人
が
真
に
伸
ば
す
べ
き
能

力
は
何
か
。
そ
の
能
力
を
い
か

に
育
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
フ

ジ
テ
レ
ビ
「
ほ
ん
ま
で
っ
か
!?

Ｔ
Ｖ
」
で
お
な
じ
み
、
人
間
性

脳
科
学
研
究
所
所
長
の
澤さ

わ

口ぐ
ち

俊と
し

之ゆ
き

氏
が
最
先
端
の
脳
育
成
学
を

ベ
ー
ス
に
講
演
を
行
な
い
ま

す
。
▽
講
師
：
澤
口　

俊
之
氏

（
人
間
性
脳
科
学
研
究
所
所
長
、

武
蔵
野
学
院
大
学
教
授
、
元
北

海
道
大
学
研
究
科
教
授
）
▽
入

場
料
：
無
料
▽
定
員
：
３
４
０

名（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

申
・
問
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
２
６

－

１
１
０
１

第
３
回
利
根
町
『
町
民
絵
画

展
』
開
催
に
伴
う
出
品
作
品

を
募
集
！

　

第
３
回
利
根
町
『
町
民
絵
画

茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
在
職
者
訓
練
の

受
講
生
募
集

▽
講
座
名
：
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
Ａ

ｕ
ｔ
ｏ　

Ｃ
Ａ
Ｄ
）
基
礎
▽

日
時
：
平
成
27
年
１
月
31
日

（
土
）、
２
月
１
日（
日
）・
７

日（
土
）
の
３
日
間　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
▽
場
所
：
茨
城

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

▽
内
容
：
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ　

Ｃ
Ａ
Ｄ

２
０
１
３
に
よ
る
作
図
機
能
の

マ
ス
タ
ー
、
編
集
の
仕
方
（
Ａ

ｕ
ｔ
ｏ　

Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
者
向

け
）
▽
定
員
：
20
名
▽
申
込
期

限
：
12
月
19
日
（
金
）
必
着
▽

受
講
料
：
２
９
８
０
円
▽
申
し

込
み
方
法
：
往
復
は
が
き
に
①

講
座
名
②
氏
名
③
住
所
④
電
話

番
号
⑤
年
齢
⑥
職
業（
会
社
名
）

を
ご
記
入
の
上
、
当
学
院
ま
で

郵
送
（
１
人
１
枚
）
ま
た
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
に
よ
る
選
考
と
な

り
、
結
果
を
返
信
は
が
き
、
ま

た
は
メ
ー
ル
で
通
知
い
た
し
ま

す
。
当
選
者
は
受
講
決
定
通
知

を
受
け
取
っ
た
後
、
本
学
院
窓

口
で
、
受
講
料
を
添
え
て
申
請

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専

門
学
院　

☎
０
２
９

－

８
４
１

－
３
５
５
１
ＨＰhttp://w

w
w
.

t-gakuin.ac.jp/

（
〒
３
０
０

－

０
８
４
９　

土
浦
市
中
村
西

展
』（
遠
山　

務
会
長
）
は
、

第
２
回
に
続
き
小
・
中
・
高
校

生
に
加
え
、
絵
画
愛
好
家
な
ら

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
作
品
公

募
展
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
展
示
会
期
：
平
成
27
年
３
月

29
日（
日
）
～
４
月
５
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
初
日

は
、
午
後
１
時
か
ら
開
催
、
最

終
日
は
、
午
後
３
時
30
分
で
終

了
）
▽
会
場
：
役
場　

１
階
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー

ル
▽
応
募
資
格
：
小
学
生
以
上

の
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
、

所
属
団
体
の
会
員
の
方
▽
応
募

作
品
：
日
本
画
、
油
彩
、
ア
ク

リ
ル
、
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
、
色

鉛
筆
、
水
墨
、
植
物
画
、
鉛
筆
、

ペ
ン
、
布
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
ほ

か
▽
応
募
締
め
切
り
日
：
小
・

中
学
生
、
平
成
27
年
２
月
１
日

（
日
）、
高
校
生
～
一
般
の
方
、

平
成
27
年
２
月
15
日（
日
）
必

着
▽
「
応
募
要
項
」
用
紙
の
配

布
：
役
場
１
階
、
利
根
町
公
民

館
、
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
利
根
町
図
書

館
、
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
設
置
の
「
応
募
要
項
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
▽
主
催
：
第
３
回
利
根

町
『
町
民
絵
画
展
』
実
行
委
員

会
（
委
員
長　

羽は

川が
わ

幸こ
う

一い
ち

）
▽

後
援
：
利
根
町
、
利
根
町
教
育

委
員
会
、
商
工
会
ほ
か

問
事
務
局　

宮み
や

坂さ
か

☎
68

－

６
５

２
５茨

城
県
自
然
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
第
62
回
企
画
展

「
マ
ン
モ
ス
が
渡
っ
た
橋

－

氷
河
期
の
動
物
大
移
動

－

」

　

ヒ
ト
や
マ
ン
モ
ス
が
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
大

陸
へ
渡
れ
た
の
は
、
寒
冷
化
に

よ
る
海
水
準
変
動
で
当
時
２
つ

の
大
陸
を
つ
な
ぐ
陸
橋
が
形
成

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
本
企

画
展
で
は
、
気
候
変
動
が
ど
う

や
っ
て
起
こ
り
、
動
物
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き

た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
会
期
：
12
月
20
日（
土
）
～

平
成
27
年
６
月
７
日（
日
）

（
12
月
20
日
は
、
午
後
１
時
か

ら
公
開
と
な
り
ま
す
）▽
場
所
：

博
物
館
内

サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

○
身
近
な
植
物
で
野
草
ペ
ー

パ
ー
を
つ
く
ろ
う

▽
日
時
：
12
月
の
毎
週
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
申
し

込
み
時
間
、
午
後
１
時
～
１
時

50
分
）
▽
場
所
：
博
物
館
１
階

ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
▽
対
象
：
ど

な
た
で
も
（
主
に
小
・
中
学
生

向
け
）
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員
：
各
回
30
名
（
抽
選
）

▽
材
料
費
：
１
０
０
円
※
申
し

込
み
の
人
数
は
、
１
グ
ル
ー
プ

６
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク　

茨

城
県
自
然
博
物
館
（
坂
東
市
大

崎
７
０
０
）
☎
０
２
９
７

－

３

８

－

２
０
０
０
ＨＰhttp://w

w
w
.nat.pref.ibaraki.jp/　

　
　

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
を
中
心

に
、
ハ
ー
プ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
の
演
奏
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
飛
行

機
に
囲
ま
れ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
12
月
23
日（
祝
日
）

１
回
目　

正
午
～
午
後
０
時
30

分　

２
回
目　

午
後
３
時
～
３

時
30
分
▽
場
所
：
航
空
博
物
館

１
階
西
棟
展
示
室
▽
費
用
：
入

場
料
の
み

問
航
空
科
学
博
物
館
（
千
葉
県

山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１

－

３
）
☎
０
４
７
９

－

７
８

－

０

５
５
７

19

募集情報お知らせ！
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利
根
町
図
書
館

映
画
会
の
お
知
ら
せ

「
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
」　

（
１
９
５
５
年　

フ
ラ
ン
ス
）

主
演

　

ダ
ニ
エ
ル
・
ダ
リ
ュ
ー

　

戦
争
で
下
半
身
不
随
と
な

り
、
次
第
に
愛
情
が
屈
折
し
て

い
く
夫
に
苦
悩
す
る
妻
と
森
番

の
青
年
と
の
激
し
い
愛
を
描
い

た
人
間
ド
ラ
マ
。

▽
日
時
：
12
月
20
日（
土
）
午

後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町
図

書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽

入
場
料
：
無
料

問
利
根
町
図
書
館

☎
68

－

８
８
６
８

募集情報お知らせ！
   図

書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

１月２月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

　

利
根
町
成
人
式
典
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
時
に
利
根
町
に

住
ん
で
い
て
現
在
転
出
し
て
い

る
方
で
、
利
根
町
の
成
人
式
典

に
参
加
希
望
を
さ
れ
る
方
は
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
さ
ま
も
、
一
般
席
に

ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
11
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
、午
後
１
時
30
分
よ
り
）

▽
場
所
：
利
根
町
公
民
館
（
利

根
町
下
曽
根
１
８
７
）

▽
成
人
該
当
者
：
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

連
絡
・
問

利
根
町
公
民
館
☎

68

－

７
８
８
１
（
休
館
日
：
月

曜
日
、
祝
日
）

▽
日
時
：
平
成
27
年
１
月
10
日

（
土
）
午
前
10
時
～

▽
場
所
：
利
根
町
役
場
、
駐
車

場▽
内
容
：
第
１
部
（
午
前
10
時

～
）
消
防
団
員
・
消
防
署
員
に

よ
る
観
閲
入
場
お
よ
び
機
械
器

具
点
検

利
根
町
成
人
式
典
の

お
知
ら
せ

利
根
町
消
防
出
初
式

開
催
の
お
知
ら
せ

利
根
町
青
少
年

相
談
員
活
動
中

第
２
部
（
午
前
10
時
30
分
～
）

式
典
（
表
彰
）

第
３
部
（
午
前
11
時
30
分
～
）

龍
ヶ
崎
鳶
職
組
合
若わ

か

鳶と
び

会か
い

に
よ

る
は
し
ご
乗
り
・
纏ま

と
い

振ふ

り
・
木き

遣や

り
歌
の
実
演

※
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
町
民
の
安
心
安
全
を

守
る
消
防
団
員
・
消
防
署
員
の

勇
姿
に
応
援
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
第
３
部
の
若
鳶
会
に

よ
る
は
し
ご
乗
り
・
纏
振
り
・

木
遣
り
歌
の
実
演
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

11
月
３
日
（
祝
日
）、
利
根

町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

は
、
地
域
の
人
々
の
深
い
理
解

と
関
心
を
促
す
た
め
、
町
内
広

域
で
青
少
年
非
行
防
止
キ
ャ
ラ

バ
ン
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
い
ば
ら
き
教
育
月
間

の
11
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
て
い

た
利
根
町
地
場
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
お
よ
び
文
化
祭
会
場

と
、
町
内
ス
ー
パ
ー
２
カ
所
の

駐
車
場
を
お
借
り
し
て
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
も
同
時

に
行
い
ま
し
た
。
家
庭
、学
校
、

地
域
で
、
大
人
と
子
ど
も
・
大

人
同
士
・
子
ど
も
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る

運
動
で
す
。
ま
ず
大
人
か
ら
、

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
！

△利根町地場産業フェスティバル会場での
　活動の様子

　平成 27 年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2015 年
農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極めて
大切な調査です。
　平成 27 年１月中旬から農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が訪問して、
調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

2015 年農林業センサスにご協力ください
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ぼうさい　掲示板今月は「避難情報」について
　今年１０月に各地で猛威を振るった台風１８号、台風１９号。
　町では、土砂災害警戒区域全６地区１１２世帯に「避難準備情報」を発令し、利根町公民館と
利根町保健福祉センターに「避難所」を開設しました。台風１８号による被害は、がけ崩れ１件、
避難者は、５名。台風１９号による被害は０件、避難者は０人でした。
　町では、避難情報の第１段階である「避難準備情報」を発令した際には、利根町公民館と利根
町保健福祉センター（福祉避難所）の２か所を避難所として開設することにしています。

◎避難情報の種類と住民のとるべき行動

※　避難情報は、地区ごとに発令されるため、どこの地区が避難情報の対象なっているのか確認し、
それぞれの状況に応じた行動をとってください。また、対象になっていない場合でも、すぐに避
難ができるよう、最低限の準備はしておきましょう。

　気象や災害の状況によっては、避難所へ避難する事が必ずしも適切な行動とは限らな
いときがあります。集中豪雨等で、避難所へ避難することがかえって危険だと判断でき
る場合は、近所の安全な家や自宅２階へ避難することも冠水や土砂災害から身を守る際
の選択肢の一つとなります。

用語解説：避難行動要支援者とは、要配慮者（高齢者、障がい者、外国人、乳幼児、妊産婦その他
特に配慮を要する者）のうち、災害時もしくは災害発生の恐れがある場合に自ら避難す
ることが困難な方であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るために特に支援を要
する方をいいます。

※土砂災害警戒区域とは？
　都道府県が指定基準を基に、土砂災害の恐れがある区域を指定したものです。町では、羽根野、早
尾、大平、押戸、立木、布川地区の山沿いの地域が指定されており、指定地域の方には、土砂災害ハ
ザードマップの配布や回覧で周知しています。ハザードマップの確認は、町公式ホームページもしく
は、役場総務課　消防交通係まで！
■町公式ホームページ　ＨＰ	http://www.town.tone.ibaraki.jp/index.php?code=850

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡	６８－２２１１（内線５０１）

避難情報
の種類

避難の
必要性 避難情報が発令される状況 町民に求める行動

避
難
準
備
情
報

△
・避難行動要支援者等、避難行動に

時間を要する方が避難行動を開始
する段階で、人的被害の発生する
可能性が高まった状況

・避難行動要支援者等は、避難行動を開始する。
・避難支援者は、避難支援行動を開始
・家族等との連絡・非常用持出品の用意等、避

難準備を開始する。
・一人暮らし等で自宅にいるのが不安な方など

は自主避難を開始する。

避
難
勧
告
○

・通常の避難行動が出来る方が避難
行動を開始しなければならない段
階で、人的被害の発生する可能性
が明らかに高まった状況

・避難行動ができる方は、避難所への避難行動
を開始する。

避
難
指
示
◎

・前兆現象の発生や、現在の切迫した
状況から、人的被害の発生する危険
性が非常に高いと判断された状況

・堤防やがけ地の隣接地等、地域の特
性等から人的被害の発生する危険
性が非常に高いと判断された状況

・人的被害の発生した状況

・避難中の住民は、確実な避難行動を直ちに完
了する。

・避難指示が出ても避難出来ていない場合は、
直ちに避難行動に移る。

・避難が完了していない場合は、生命を守る最
低限の行動をとる。

メ モ

　避難情報とはどのようなものか、情報はどのように入手するのかなどを普段から把握しておくと、
災害時に冷静な判断ができ、家族や近所の方々の不安解消やパニック防止にもつながります。
　＊町からの災害関連情報は、広報とね１１月号を参照してください。
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健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

平
成
25
年
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
に
よ
る
と
、
手
足
の
し
び
れ

を
自
覚
す
る
人
は
全
年
齢
で
３
・

６
％
、
65
歳
以
上
で
は
８
・１
％
、

75
歳
以
上
で
は
ほ
ぼ
10
人
に
１

人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
び

れ
と
い
え
ど
も
、
睡
眠
が
障
害
さ

れ
た
り
、
細
か
い
作
業
が
し
づ
ら

か
っ
た
り
、
つ
ま
ず
き
や
す
く

な
っ
た
り
と
、
日
常
生
活
に
与
え

る
影
響
は
大
き
な
も
の
で
す
。

　

手
の
し
び
れ
を
自
覚
す
る
疾

患
の
一
つ
に
手
根
管
症
候
群
が

あ
り
ま
す
。
手
根
管
症
候
群
は
、

手
の
付
け
根
で
正せ

い

中ち
ゅ
う

神し
ん

経け
い

が
圧

迫
（
絞こ

う

扼や
く

）
さ
れ
て
発
症
す
る
病

気
で
す
。
典
型
的
に
は
、
手
の
お

や
指
（
母ぼ

指し

）、
人
差
し
指
（
示じ

指し

）、
な
か
指
（
中

ち
ゅ
う

指し

）、
く
す
り

指
（
環か

ん

指し

）
の
母
指
側
半
分
の
範

囲
で
、
し
び
れ
や
感か

ん

覚か
く

鈍ど
ん

麻ま

（
触

る
と
に
ぶ
い
感
じ
）を
呈
し
ま
す
。

夜
間
や
明
け
方
に
し
び
れ
や
痛

み
で
目
が
覚
め
る
こ
と
が
あ
る

の
も
特
徴
で
す
。
50
代
か
ら
60

代
の
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
で
も
妊
娠
、
出
産
、

手
を
良
く
使
う
人
、
骨
折
な
ど
で

発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
病

状
が
悪
化
す
る
と
、
母
指
の
付
け

根
の
膨
ら
み
が
へ
こ
ん
で
き
て
、

洗
濯
バ
サ
ミ
な
ど
の
小
さ
い
も

の
が
つ
ま
み
に
く
く
な
っ
た
り
、

箸
が
使
い
づ
ら
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
筋
力
低
下
・
筋き

ん

萎い

縮し
ゅ
くの

状

態
で
す
。

　

原
因
が
明
ら
か
な
場
合
は
そ

の
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
原
因
が

は
っ
き
り
し
な
い
場
合（
特
発
性
）

も
あ
り
ま
す
。
軽
症
の
場
合
は
手

を
で
き
る
だ
け
安
静
に
し
た
り
、

注
射
を
し
た
り
、
薬
を
内
服
し

た
り
し
て
徐
々
に
良
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
保
存
的
治
療
）。

し
か
し
重
症
の
場
合
、
ま
た
は
保

存
的
治
療
が
無
効
な
場
合
は
自

然
に
良
く
な
り
に
く
い
の
で
、
手

術
治
療
を
行
い
ま
す
。
近
年
手
術

治
療
は
、
よ
り
体
の
負
担
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
内
視
鏡
手
術
や

小
切
開
手
術
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
病
状
が
進
行

す
る
と
筋
力
低
下
や
筋
萎
縮
、
し

び
れ
が
治
り
に
く
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
正
し
い
診
断
と
、

ど
ん
な
治
療
を
い
つ
行
う
か
の

見
極
め
を
、
適
切
な
時
期
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
び
れ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
我
慢
を
し
す
ぎ
ず
に
、
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

手
の
し
び
れ
～
手し

ゅ

根こ
ん

管か
ん

症
し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

～

　

浴
室
や
脱
衣
所
で
は
、
室
温

と
浴
槽
の
お
湯
の
温
度
差
に
よ

り
、
血
圧
が
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
で
、
意
識
が
な
く
な
っ
た

り
、
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
、
脳

卒
中
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
冬
場
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
注
意
が

必
要
で
す
。
稲
敷
広
域
消
防
本

部
で
は
、
平
成
25
年
９
月
か
ら

平
成
26
年
3
月
ま
で
に
、
65
歳

以
上
で
入
浴
に
関
連
す
る
救
急

出
場
が
１
０
１
件
あ
り
、
こ
の

う
ち
、
約
４
割
の
39
人
が
重
症

以
上
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
浴
前
に
浴
室
や
脱
衣
所
を
事

前
に
温
め
て
お
く
、
お
湯
の
温

度
を
41
℃
以
下
に
設
定
し
、
長

湯
は
し
な
い
、
飲
酒
後
・
食
事

直
後
・
深
夜
の
入
浴
は
控
え
る
、

入
浴
前
に
ご
家
族
や
周
り
の
人

に
声
を
か
け
る
な
ど
の
注
意
点

を
守
っ
て
楽
し
い
入
浴
を
！

▽
問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
広
域
消
防
本
部　

救
急

課
（
龍
ケ
崎
市
３
５
７
１

－

１
）
℡
０
２
９
７

－

６
４

－

３
８
４
６
ＨＰhttp://w

w
w
.

inashiki-kouiki.jp/

～
冬
の
お
風
呂
は

要
注
意
～

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
の

勧
誘
に
ご
注
意
を
！

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
の
契
約
を

し
た
が
解
約
し
た
い
」
な
ど
の

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
に
関
す
る
ご

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

事
例
１

「
突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

話
代
が
安
く
な
る
と
言
わ
れ

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
契
約
を

し
た
。
遠
隔
操
作
で
変
更
し

て
も
ら
っ
た
が
、
言
わ
れ
た

よ
う
に
は
安
く
な
ら
な
い
。

解
約
を
希
望
し
た
ら
、
解
約

料
を
請
求
さ
れ
た
」

事
例
２

「
大
手
電
話
会
社
か
ら
の
電

話
だ
と
思
い
、
変
更
す
る
と

返
事
を
し
た
が
届
い
た
書
面

を
見
た
ら
知
ら
な
い
会
社

だ
っ
た
。解
約
で
き
な
い
か
。」

な
ど
。

【
注
意
点
】

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
る
と

き
は
、
契
約
前
に
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
以
前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

か
ら
解
約
料
を
請
求
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
契
約
は
特

定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
な
い

た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
契
約

前
に
は
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

▽
相
談
窓
口

　

役
場
経
済
課

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

な
お
、
近
隣
市
町
村
へ
の
ご

相
談
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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□
中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
に
加
入
し
て
従

業
員
の
退
職
金
を
準
備
し
ま

し
ょ
う

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部

積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

＝
制
度
の
特
色
＝

▽
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確

実
・
有
利
で
す
。

▽
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。
新
規
加
入
の
事
業
主

に
掛
金
月
額
の
１
／
２
（
従

業
員
ご
と
に
上
限
５
千
円
）

を
加
入
後
４
カ
月
目
か
ら
１

年
間
、
国
が
助
成
し
ま
す
。

▽
掛
金
は
、
法
人
企
業
の
場
合

は
損
金
、
個
人
企
業
の
場
合

は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

▽
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
以
下
の
通
算
が
で
き
ま

す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間

事
業
主
が
新
し
く
中
退
共
制

度
に
加
入
す
る
際
、
す
で
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
従

業
員
に
つ
い
て
、
加
入
前
の

勤
務
期
間
を
通
算
で
き
ま
す
。

㊟
小
規
模
企
業
共
済
制
度
に
加

入
し
て
い
た
期
間
は
通
算
で
き

ま
せ
ん
。

・
中
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

る
企
業
間
を
転
職
し
た
場
合

前
の
企
業
で
の
掛
金
納
付
月

数
を
通
算
で
き
ま
す
。

・
中
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

る
企
業
と
特
退
金
制
度
に
加

入
し
て
い
る
企
業
間
を
転
職

し
た
場
合　

そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
へ
前
の
企
業
で
の
退
職
金

を
通
算
で
き
ま
す
。

＝
掛
金
の
種
類
＝

▽
月
額
５
千
円
～
３
万
円
（
16

種
類
）
の
中
か
ら
従
業
員
ご

と
に
掛
金
を
選
択
で
き
ま
す
。

▽
短
時
間
労
働
者
は
、
16
種
類

の
月
額
掛
金
の
ほ
か
に
２
千

円
・
３
千
円
・
４
千
円
の
特

例
掛
金
も
選
択
で
き
ま
す
。

＝
加
入
の
手
続
き
＝

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
・
押

印
の
上
、お
近
く
の
金
融
機
関
、

ま
た
は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申

し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
℡
０
３

－

３
４
３
６

－

０
１
５
１

ま
た
は
、
利
根
町
商
工
会

℡
68

－

７
４
１
７

利
根
町
の
放
射
線
量

測
定
結
果
情
報

測定値の単位：毎時マイクロシーベルト
各公園

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月20日
羽根野台中央公園 50 0.12	
早尾台第１公園 50 0.12	
利 根 っ 子 公 園 50 0.12	
風 の 公 園 50 0.10	
四季の丘第２公園 50 0.13	
白 鷺 第 ２ 公 園 50 0.13	
もえぎ野台中央公園 50 0.13	
上曽根運動公園 50 0.12	
八幡台児童公園 50 0.10	

その他の場所

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月20日
文間地区農村集落センター 100 0.11	
や ま な み 園 100 0.12	
惣 新 田 集 会 所 100 0.10	
利 根 東 部 農 村
集 落 セ ン タ ー 100 0.12	

各小・中学校

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月24日
文 小 学 校 50 0.11	
布 川 小 学 校 50 0.10	
文 間 小 学 校 50 0.09	
利 根 中 学 校 100 0.10	

各幼稚園

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月24日
利根大和幼稚園 50 0.08	
利根二葉幼稚園 50 0.07	

旧布川小学校

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月21日
旧 布 川 小 学 校 100 0.13

利根親水公園

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月21日
利 根 親 水 公 園 50 0.10

放射線モニタリング

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月22日
利 根 町 役 場 100 0.07

　

町
内
に
お
け
る
、
放
射
線
量

の
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
放
射
線
量
は
、
天
候

や
風
向
き
、
測
定
器
の
特
性
等

に
よ
り
変
化
い
た
し
ま
す
。
数

値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
安
と

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
新
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
更

新
し
て
お
り
ま
す
。

※
測
定
器　

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
Ｔ
Ｃ
Ｓ

－

１
７
２
Ｂ

　

測
定
等
に
関
す
る
詳
細
は
、

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
利
根
町
役
場

　

℡
68

－

２
２
１
１

○
各
公
園　

都
市
建
設
課

○
各
保
育
園　

福
祉
課

○
各
小
・
中
学
校
、
各
幼
稚
園

　

学
校
教
育
課

○
旧
布
川
小
学
校　

企
画
財
政

課
○
利
根
親
水
公
園　

経
済
課

○
そ
の
他
の
場
所　

環
境
対
策

課
▽
原
子
力
規
制
庁

　

監
視
情
報
課

℡
０
３

－

５
１
１
４

－

２
１

２
５

各保育園

施	設	名	称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

10月23日
布 川 保 育 園 50 0.07	
文 間 保 育 園 50 0.09	
東 文 間 保 育 園 50 0.11	
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

【12月の納税等】
・固定資産税・都市計画税３期　　・国民健康保険税６期

・介護保険料５期　　・後期高齢者医療保険料６期

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,199(＋ 16）
 8,458(＋ 15）
 8,741(＋ 1）
 6,920(＋ 37）

11月１日現在

編

集

後

記

　

先
月
初
め
に
表
紙
に
も
掲
載

さ
れ
た
地
場
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
、
天
気
予
報
で
は
雨
の
マ
ー

ク
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
風
が
多
少
あ
り
ま
し
た

が
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
沢
山
の

老
若
男
女
の
人
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。会
場
で
は
所
々

で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
両

手
い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
を
持
ち

笑
顔
と
な
っ
て
い
る
姿
は
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
来

年
参
加
を
し
て
笑
顔
と
な
り
、

町
の
活
性
化
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
マ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

年末年始ごみの収集・資源の回収日程

※１２月３０日から平成２７年１月４日までは、ごみの収集・資源の回収は行いませんのでご注意ください。
※年内の燃えるごみの回収日は１２月２９日（月）が最終となりますのでご注意ください。
※平成２６年１２月２９日（月）は、全地区燃えるごみだけを収集します。

○ごみ・資源の出し方
　ごみは町指定の袋に入れ、名前を記入してください。
　ごみ収集日・資源回収日当日の午前８時までに出してください。
			冬場は空気が乾燥し不審火等、火災の恐れもありますので前日に出すのはやめましょう。

◎問い合わせ先　役場環境対策課　℡６８－２２１１（内線		２５２・２５３・２５８）
※個人で直接搬入される方は「くりーんプラザ・龍」（℡０２９７－６０－１７７７）へお問い合わせください。

月　　　　　日 ごみの収集・資源の回収
１２月２３日（火） 通常通り収集・回収を行います
１２月２４日（水） 収集・回収は行いません
１２月２５日（木） 通常通り収集・回収を行います
１２月２６日（金） 通常通り収集・回収を行います
１２月２７日（土） 通常通り収集・回収を行います
１２月２８日（日） 収集・回収は行いません
１２月２９日（月） 全地区燃えるごみだけ収集を行います
１２月３０日（火） 収集・回収は行いません
１２月３１日（水） 収集・回収は行いません

平成２7年　１月　１日（木）元日 収集・回収は行いません
　１月　２日（金） 収集・回収は行いません
　１月　３日（土） 収集・回収は行いません
　１月　４日（日） 収集・回収は行いません
　１月　５日（月） 通常通り収集・回収を行います
　１月　６日（火） 通常通り収集・回収を行います


